
１. はじめに

タケは温帯・熱帯地域に多く分布する多年生の木本植

物で､ 地下茎をのばすことにより分布拡大を行なう (三

宅ほか 2000)｡ 日本でもかつては食用や竹材だけでな

く､ 防災の観点からも人間の生活に欠かせない重要な資

源であったが､ 現在では安価な輸入品の台頭により､ 多

くの竹林が放置されている (鈴木 2008, 2010, Suzuki

& Nakagoshi 2008)｡ タケが非常に強い繁殖力で侵入

した場所では､ 林床の光環境の悪化やリターの厚い堆積

などにより､ 他の植物の枯死や侵入を阻害するなどの状

況を生み出し､ タケのみが優占する単一林に変化し､ 種

多様性の低下が引き起こされる (飛岡 2003)｡

竹林の拡大は､ 平地で早く､ 尾根や急傾斜地で遅いと

する研究や (林・山田 2008)､ 土地利用と竹林管理の

容易さの違いから急傾斜地の方が速いとする研究がある

(鈴木 2008)｡ このように竹林の拡大には地形や人為的

要因が強く関係していることが明らかとなっている｡ し

かしこれらの研究はたけのこ生産が盛んに行なわれてい

たなどの理由で､ 拡大以前から竹林の分布が広範囲にみ

られた地域を対象にしているケースが多い｡ 一方で､ 以

前は竹林が少なかった地域においても､ 里山の管理放棄

などの影響で竹林が分布を拡大する可能性もあるが､ こ

れら地域でどのように拡大しているかは明らかでない｡

そこで本研究は､ 荒川中流域の熊谷市郊外において､

終戦直後から現在にいたる竹林の分布拡大の様相と､ 地

形や土地利用による拡大傾向の違いを明らかにすること

を目的とした｡

２. 調査地・方法

荒川中流部に位置する埼玉県熊谷市､ 滑川町､ 東松山

市にまたがる東西約４km､ 南北約5.8km の地域を調査

対象とした｡ 国土地理院発行の50ｍメッシュの数値デー

タを､ GIS ソフト (ESRI ArcGIS version9.2) 上で数

値処理を行い､ 等高線をベクトル化することで地形図を

作成した｡ これに基づいて､ 調査地を荒川の流路側から､

沖積地､ 台地と丘陵地に地形区分した (図１)｡ 1947年､

1975年と2002年に国土地理院が撮影した空中写真を実体

視して判読を行い､ 各時期の土地利用を上の地形図上に

記し､ 土地利用図を作成した｡ 判読した土地利用の凡例

は竹林､ 草地､ 広葉樹林､ 針葉樹林､ 田畑､ 人工地､ 開

放水域と裸地の８区分である｡ 各時期の土地利用図を

GIS ソフト上で重ね合わせを行ない､ 土地利用の変化

を明らかにした｡ 写真判読の誤差を考慮して面積50㎡以

下のポリゴンを除いて解析した｡ 特に竹林に関しては､

各時期の分布傾向と拡大傾向を GIS ソフトの演算機能

と空間解析機能を用いて検討した｡
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図１. 調査地の地形区分図



３. 結 果

１) 土地利用割合

調査対象地域全体で､ ３つの年代を通じて最も占有面

積が広い土地利用は田畑であった (図２､ 表１)｡ しか

し､ その面積は年を追うごとに減少しており､ その一方

で人工地の面積が増加していた｡ 雑木林などの広葉樹林

は1947年から1975年の間で面積が２倍以上増加していた

が､ 1975年から2002年の間ではほぼ同程度の面積を維持

していた｡ 草地は1947年には田畑に次いで広い面積を占

めていたが､ 1947年から1975年の間に約１/４以下まで

面積が減少していた｡ 竹林は調査期間を通じて増加して

おり､ 1947年から2002年の間に占有面積が約９倍になっ

ていた｡

沖積地では人工地と田畑の２つの土地利用が大半を占

めていたが､ 1947年から2002年にかけて人工地が増加し､

田畑は減少していた｡ 竹林は期間を通じて0.1～0.2％と

非常に低い占有面積割合で変化が少なかった｡ 台地では

期間を通じて田畑の占有面積割合が高く､ 1947年には草

地も広範囲にみられた｡ 広葉樹林は1947年には５％以下

の占有面積割合であったが､ 1975年以降に増加した｡ 丘

陵地は台地と土地利用変化の傾向は類似していたが､ 広

葉樹林が1947年に23.6％を占有しており､ 比較的多かっ

た｡ 台地と丘陵地の竹林分布は､ 1947年当時占有面積割

合が約0.2％と低かったが､ 2002年には台地で2.6％､ 丘

陵地で2.9％と急増した｡
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図２. 各年代の土地利用図

表１. 各年代の土地利用割合

竹林 草地 広葉樹林 針葉樹林 田畑 人工地 開放水域 裸地

1947 沖積地 0.1％ 0.5％ 1.1％ 0.0％ 84.2％ 9.8％ 1.4％ 3.0％

台地 0.2％ 31.8％ 4.8％ 0.2％ 59.2％ 3.5％ 0.0％ 0.3％

丘陵地 0.2％ 29.0％ 23.6％ 2.8％ 42.5％ 0.2％ 1.7％ 0.0％

調査地全域 0.2％ 19.2％ 10.4％ 1.1％ 62.3％ 4.6％ 1.1％ 1.2％

1975 沖積地 0.1％ 2.5％ 1.1％ 0.0％ 76.6％ 18.1％ 1.0％ 0.6％

台地 0.8％ 1.1％ 24.0％ 0.3％ 57.3％ 16.5％ 0.0％ 0.0％

丘陵地 0.7％ 9.8％ 43.5％ 4.5％ 37.1％ 3.2％ 1.2％ 0.0％

調査地全域 0.5％ 4.9％ 22.8％ 1.8％ 57.0％ 12.2％ 0.8％ 0.2％

2002 沖積地 0.2％ 3.7％ 1.2％ 0.1％ 64.4％ 29.5％ 0.5％ 0.5％

台地 2.6％ 0.2％ 19.6％ 1.6％ 47.9％ 28.0％ 0.0％ 0.0％

丘陵地 2.9％ 8.1％ 46.1％ 6.9％ 25.8％ 8.1％ 1.6％ 0.5％

調査地全域 1.8％ 4.4％ 22.6％ 3.0％ 45.8％ 21.2％ 0.8％ 0.4％



２) 竹林分布と過去の土地利用履歴

1947年の竹林分布地のうち1975年まで竹林が維持され

ていた面積は､ 沖積地では約19％､ 台地では約20％､ 丘

陵地では約42％に留まった (表２)｡ 1947年時の沖積地

における竹林分布地は､ 1975年までに人工地と田畑に､

台地と丘陵地の竹林分布地は広葉樹林と田畑に変化した

場所が多かった｡

1975年時の沖積地における竹林分布地のうち､ 2002年
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表２. 土地利用の変化

1975年土地利用
竹林 草地 広葉樹林 針葉樹林 田畑 人工地 開放水域 裸地

沖積地 竹林 19％ － ２％ － 34％ 45％ － －
草地 － ８％ 66％ － ６％ 21％ － －
広葉樹林 ０％ ３％ 54％ － 14％ 29％ － －
針葉樹林 － － － － － － － －
田畑 ０％ ０％ ０％ － 88％ 12％ － －
人工地 － － ０％ － 21％ 79％ － －
開放水域 － 35％ － － － － 40％ 25％
裸地 － 59％ － － 16％ － 14％ 10％
全体 ０％ ３％ １％ － 77％ 18％ １％ １％

台 地 竹林 20％ － 40％ － 41％ － － －
草地 １％ ３％ 52％ ０％ 21％ 23％ － －
広葉樹林 ４％ ０％ 47％ － 37％ 12％ － －
針葉樹林 １％ － ５％ 82％ 12％ － － －
田畑 ０％ ０％ ８％ ０％ 82％ ９％ － －
人工地 ０％ １％ 11％ － ８％ 79％ － －
開放水域 － － － － － － － －
裸地 － － － － － 100％ － －
全体 １％ １％ 24％ ０％ 57％ 16％ － －

丘陵地 竹林 42％ － 24％ ７％ 27％ － － －
草地 １％ 15％ 71％ ４％ ８％ １％ ０％ －
広葉樹林 １％ 17％ 67％ ３％ 10％ ２％ ０％ －
針葉樹林 － １％ 11％ 50％ 35％ ２％ ０％ －
田畑 ０％ ３％ 15％ ３％ 73％ ５％ ０％ －
人工地 － － － － 14％ 86％ － －
開放水域 １％ ２％ 36％ ３％ 12％ ０％ 46％ －
裸地 － － － － － － － －
全体 １％ 10％ 44％ ４％ 37％ ３％ １％ －

2007年土地利用
竹林 草地 広葉樹林 針葉樹林 田畑 人工地 開放水域 裸地

沖積地 竹林 ９％ － － － 88％ ２％ － －
草地 － 80％ ２％ － １％ ０％ ６％ 10％
広葉樹林 ９％ － 72％ － ８％ 12％ － －
針葉樹林 － － － － － － － －
田畑 ０％ １％ ０％ ０％ 80％ 19％ － －
人工地 ０％ － １％ １％ 15％ 84％ － －
開放水域 － 80％ － － － － ２％ 18％
裸地 － 47％ － － － － 49％ ４％
全体 ０％ ４％ １％ ０％ 64％ 29％ ０％ ０％

台 地 竹林 42％ － 10％ ２％ 24％ 23％ － －
草地 13％ － 20％ ４％ 31％ 31％ － －
広葉樹林 ５％ ０％ 62％ ３％ 11％ 19％ － －
針葉樹林 ２％ － － 90％ ８％ ０％ － －
田畑 ２％ ０％ ５％ １％ 77％ 15％ － －
人工地 ０％ － ８％ ０％ ５％ 86％ － －
開放水域 － － － － － － － －
裸地 － － － － － － － －
全体 ３％ ０％ 20％ ２％ 48％ 28％ － －

丘陵地 竹林 53％ － 16％ 20％ ９％ ２％ ０％ －
草地 ４％ 60％ 28％ ３％ ２％ １％ １％ ０％
広葉樹林 ２％ ４％ 76％ ４％ ７％ ５％ １％ １％
針葉樹林 ５％ ０％ 34％ 44％ ８％ ８％ １％ ０％
田畑 ３％ １％ 21％ ７％ 57％ 10％ １％ ０％
人工地 １％ １％ 21％ １％ 20％ 56％ ０％ －
開放水域 １％ ２％ 23％ ３％ 14％ １％ 55％ －
裸地 － － － － － － － －
全体 ３％ ８％ 46％ ７％ 26％ ８％ ２％ ０％

19
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年
土
地
利
用

19
75
年
土
地
利
用



まで竹林が維持されていた面積は約９％と非常に少なく､

約88％が田畑に変わっていた｡ 台地では約42％が竹林と

してそのまま維持されていたものの､ 20％以上の竹林分

布地が人工地や田畑に変化していた｡ 丘陵地では半分以

上が竹林のまま維持されていたものの､ 約20％がそれぞ

れ針葉樹林と広葉樹林へと変わっていた｡

沖積地における1975年時の竹林分布地のうち､ 約66％

が1947年時点は田畑であった場所であった (表３)｡ 同

様に台地と丘陵地では草地であった場所の面積割合が最

も高く､ 次いで広葉樹林と田畑が多かった｡ 2002年時の

竹林分布地は､ 1975年には広葉樹林と田畑であった場所

が多かった一方で､ 1975年から竹林が維持されていた場

所の占有割合は10％程度であった (表４)｡

３) 竹林分布と拡大パターン

竹林の空間分布について､ 各時期の地形区分ごとの竹

林間の距離の標準偏差 (Ｚ) を表５に示した｡ 竹林の空

間分布は1947年と1975年は分散またはランダム､ 2002年

は集中分布の傾向がみられた｡ 竹林の拡大は多くが前の

時期の分布地から50ｍ以内の範囲であったが､ 丘陵地で

はやや離れた場所への新たな拡大がみられた (図３, ４)｡

特に､ 1975年から2002年までの間に､ 1975年時点の分布

地から500ｍ以上離れた場所でも新たな分布拡大がみら

れた｡

４. 考 察

沖積地では竹林の分布が少なく､ ほとんど拡大するこ

となく田畑や人工地に変わっていた (図２, 表１, ２)｡

沖積地では土地利用が集約的であるため､ 一時的に竹林

になったとしても､ すぐに田畑や住宅に利用されること

が竹林の拡大を妨げていると考えられる｡ 一方､ 沖積地

に比べて竹林の分布割合が高く､ 拡大傾向が顕著な台地

や丘陵地では､ 広葉樹林の占有割合が高く､ 竹林から広

葉樹林や田畑への変化が多く見られたが (表２)､ これ

らから竹林への変化も多かった (表３, ４)｡ 台地や丘

陵地は沖積地と比べて､ 人による利用や管理がなされて

いない場所が多いことが竹林面積の拡大に寄与している

と考えられる｡ 特に､ 丘陵地にある国営武蔵丘陵森林公

園 (1974年開園) の広葉樹林と畑地の境界付近では竹林

の拡大傾向が顕著であり (図２)､ 傾斜地など､ 利用し

づらく管理が行き届きにくい場所が竹林になり､ 維持さ

れやすいと考えられる｡

調査地における竹林分布は増加傾向にあった (表１)｡

その一方で､ これらの竹林は長期間維持されることなく､

次々に新たな分布地を増やしている傾向がみられた｡ 西

川ほか (2005) は竹林の隣接群落への侵入は地下茎によ

ることが大きく､ １年間に約1.1～1.6ｍ分布拡大をおこ

なうとしている｡ 本調査地における竹林の拡大は広葉樹

林､ 田畑や草地から変化しているケースが多く (表３,

４)､ 調査地における竹林の拡大は管理されなくなった

草地や雑木林､ 放棄耕作地への地下茎による分布拡大が

主であると考えられる｡ そのため､ ある程度継続的な土

地の管理が行なわれれば､ 急速な竹林の拡大は起こりに

くいと考えられる｡ 一方､ 丘陵地では元の竹林分布地か

ら500ｍ以上離れた場所にも新たな侵入がみられた (図

４)｡ マダケ (120年) やモウソウチク (67年) をはじめ

とするタケ類の開花周期は極めて長く (井鷺 2010)､

種子繁殖の機会はほとんどないと考えられる｡ そのため､

遠隔地への分布拡大要因として人工地の造成などのため

に持ち込んだ土にタケの根茎が混入していたことや､ 人

家で園芸用に栽培していた個体からの逸出などの要因も

考えられる｡ このような場合には耕作放棄地などの土地

管理が衰退した場所を中心に急速に拡大する可能性もあ
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表３. 1975年の竹林の1947年における土地利用割合

1947年土地利用

竹林 草地 広葉樹林針葉樹林 田畑 人工地開放水域 裸地

沖積地 30％ － ４％ － 66％ － － －

台地 ５％ 58％ 23％ ０％ 12％ ２％ － －

丘陵地 10％ 40％ 24％ － 25％ － １％ －

調査地全域 ９％ 45％ 22％ ０％ 22％ １％ １％ －

表５. 各年代における地形区分ごとの竹林の分布様式

沖積地 台地 丘陵地 全体

1947 － 0.53 ランダム 2.63 分散 0.03 ランダム

1975 ＞100分散 2.57 分散 0.18 ランダム 0.57 ランダム

2002 ＞100分散 －2.24 集中 －0.03 ランダム －4.53 集中

値はＺスコアでの標準偏差を示す｡ ５％水準でＺ＜－1.96：集中,
－1.96＜Ｚ＜1.96：ランダム, Ｚ＞1.96：分散｡

表４. 2002年の竹林の1975年における土地利用割合

1975年土地利用

竹林 草地 広葉樹林針葉樹林 田畑 人工地開放水域 裸地

沖積地 ３％ － 46％ － 18％ 32％ － －

台地 12％ ５％ 47％ ０％ 33％ ２％ － －

丘陵地 12％ 12％ 34％ ７％ 33％ １％ １％ －

調査地全域 12％ ９％ 40％ ４％ 33％ ２％ ０％ －



る｡ 実際に､ たけのこ生産地においては育成以外の竹林

拡大の要因として､ 広葉樹林やたけのこ生産竹林の管理

の放棄・衰退と竹林周辺での耕作放棄が指摘されている

(鈴木 2010)｡
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図３. 1975年竹林ポリゴンの1947年竹林ポリゴンまでの最短距離の頻度分布

図４. 2002年竹林ポリゴンの1975年竹林ポリゴンまでの最短距離の頻度分布
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